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インド株投資ガイドブック
Guide To Indian Stock Market

近年では国内株式や米国株での資産運用だけではなく、新興国

株式に投資をする人が増えてきています。

中でもここ最近で注目されている国がインド株です。

本ガイドブックでは、インド株投資が注目されている理由や

リスク、実際の投資方法までわかりやすくご紹介します。

当サイトの内容、テキスト、画像等の無断転載・無断使用を固く禁じます。

また、まとめサイト等への引用も禁じます。

Copyright(C) Investment Bridge Co.,Ltd. All Rights Reserved.
1

https://www.bridge-salon.jp/toushi?utm_medium=pdf&utm_source=line


目次 agenda

なぜ今インドが
注目されているのか？.01

.02

.03

.04

.05

データから見るインドの経済状況

今後のインドの展望とリスク

インドの株式に投資する方法

インド株投資におすすめの証券会社

Copyright(C) Investment Bridge Co.,Ltd. All Rights Reserved.
2



IT産業がインドの経済成長を後押しすると考えら
れています。
請負相手のほとんどをアメリカの企業が占めてお
り、GAFAの開発拠点もインドのベンガールやハ
イデラバードにあります。
こうした背景としては、数学を得意とする国民性
や、アメリカとの時差が12時間あるという地理的
な関係があると考えられています。

現在世界第2位の人口数を誇るインドは、2020年
代後半には中国を抜いて世界1位の人口大国になる
と予想されています。
労働人口が増えることで、生産力の向上が期待さ
れます。

なぜ今インドが
注目されているのか？

人口爆発

IT産業が盛ん

01.

インドの
✔️ 生産力の増加

✔️ 経済成長
が進んでいくと...

中間所得者層の増加

個人消費の増加
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⇨インドの成長に合わせ、国民の生活レベルの

向上、インフラ整備という面での

ビジネスチャンスが多く存在している。

インドの耐久消費財普及率

※日本の高度成長期は、乗用車や冷蔵庫
カラーテレビ等、耐久消費財の普及が

加速していた。
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資源も技術もないインドに

残されたのは、優秀な頭脳

であった。

IT革命も追い風となり、安
い賃金・英語が話せるなど

様々な好条件が揃うインド

に、先進国が続々と進出。

世界のIT先進国に生まれ変
わった。
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３

90年代〜に始まった
湾岸戦争を機に、

それまで主な収益だっ

た外貨稼ぎが困難に。

1991年には史上2番目
の低さである成長率

1.06%を記録。

　新型コロナ対策に失敗し、最終的に世界で一番の

感染者を出すという結果に。

経済にも大打撃をもたらし、過去最低の-8.0%を記録。

GDP成長率で見るインドの経済状況

1
2

（％）

（年）
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現在世界第5位のGDPを誇るインド！
2030年には日本とドイツを抜いて世界3
位、2050年には米国を抜いて世界2位に
なると予想されています。

世界2位の経済大国へ

2022年のMSCI全世界株指数▲15.9％に
対し、インドの代表的な株価指数の

SENSEX指数は＋3.6％と上昇。
今後の世界的なインフレ懸念の中でも、

成長余地が見込めます。

インド株の底堅い成長

今後インド市場は成長するのか？

2022年7月の消費者信頼感指数は77.3ポ
イントと前回比+1.4ポイント、前年比
+28.7ポイント上昇。22/8期のPMIも
55.6と堅調に推移しており、下落傾向の
グローバルPMIを凌駕しています。
※PMI：企業の購買担当者らの景況感を集計した景気指標の
ひとつ。一般に、PMIの数値が50を上回ると景気拡大、50
を下回ると景気後退と判断される。

景気動向の回復
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ドル高・ルピー安が加速しています。人口が多い内

需大国であるインドの貿易収支は慢性的に赤字傾向

で、輸入インフレが覆いかぶさり、ルピーの減価が

進んでいます。外国人投資家によるインド株売りが

進んだことも要因の一つです。

想定されるリスク

インド準備銀行は9月末に4会合連続で利上げを決定
し、+5.9%となりました。CPIは原材料価格の上昇
で、7月は6.7％、8月は7.0％に上昇。食料と燃料を
除くコアCPIは、高止まりしたままとしています。

インド経済は赤字が継続しており、財政赤字の対

GDP比率は約10%と1991年の経済自由化政策以来の
水準で、新興国平均を大幅に超過しています。2022
年中に6.8%まで低減させることを目標としていま
す。

金利リスク

為替リスク

財政リスク

.03
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インドの株式に
投資する方法
日本からインドの個別株に直接投資をすること
はできませんが、間接的に投資することは可能
です。

今回は数ある金融商品の中から、初心者の方で
も比較的始めやすいインド株投資の方法をご紹
介します。

インド株ADR

ETF（上場投資信託）

ADRは米国市場で売買できる外国企業の証券の
ことで、インド株を米国株式のように売買するこ

とができます。

ETFは上場している投資信託のことで、指数に連
動するような値動きを目指します。

分散効果が得られ、手数料も比較的安いです。

インドETFについての記事はこちら→インド株への投資方
法は？おすすめのETFや証券会社を徹底解説！
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インド株投資に
オススメの証券会社
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・インドADR8本
・インドETF7本
・投資信託の保有残高に応じてTポイントを
　貯めたり、ポイント投資ができる

※全て2022年10月15日時点の情報です。
詳細は各公式サイトよりご確認ください。

公式サイトを見る

・インドADR14本
・インドETF7本
・楽天ポイントが貯まるので、楽天経済圏を
　利用している方におススメ

公式サイトを見る

・インドADR8本
・インドETF3本
・為替手数料無料や買付手数料キャッシュバッ
クなど多彩なキャンペーンを実施

公式サイトを見る
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 本記事は、情報提供を目的としたものであり、投資活動を
勧誘又は誘引を意図するものではなく、投資等についての

いかなる助言をも提供するものではありません。また、本

記事に掲載された情報は、当社が信頼できると判断した情

報源から入手したものですが、当社は、本記事に掲載され

ている情報又は見解の正確性、完全性又は妥当性について

保証するものではなく、また、本記事から得た情報を利用

したことにより発生するいかなる費用又は損害等の一切に

ついても責任を負うものではありません。本記事に関する

一切の権利は、当社に帰属します。なお、本記事の内容等

につきましては今後予告無く変更される場合があります。

投資にあたっての決定は、ご自身の判断でなされますよう

お願い申し上げます。




当サイトの内容、テキスト、画像等の無断転載・無断使用を固く禁じます。

また、まとめサイト等への引用を禁じます。

Copyright(C) Investment Bridge Co.,Ltd. All Rights Reserved.
10

https://www.bridge-salon.jp/toushi/?utm_medium=pdf&utm_source=line
https://www.bridge-salon.jp/toushi/?utm_medium=pdf&utm_source=line

